
2025年度以降入学者対象 

心理学科  

《学科の理念・目的》 

心理学科は、認知心理学、社会心理学、発達心理学、臨床心理学を学ぶことを通して、物事を多角的に

理解する力や、人間・社会の多様な問題に対する分析能力、課題解決能力を養い、現代社会に生きる人

間の心の諸問題を解決できる人物の育成を目的とする。 

（東京女子大学学則 第４条第５項） 

人間にはこころがあり、他者のこころを感じ取りながら行動します。人の心のはたらき、行動のメ

カニズム、誕生から死までの発達のプロセスなどを研究対象として、実験・観察・調査・面接を通じ

て科学的に実証し、明らかにしていくのが心理学科です。 

本学科では、人間の認知的活動を自分自身の心象、周辺との関係、社会的環境を通して観察し、個

人から他者、地域、社会へと展開する人間関係を総合的かつ実証的に探究します。人間・社会・世界

を見る分析力・思考力を養い、科学的探究心をもって、自らも含め現代に生きる人間のあり方を深く

考え提言できる統合された知性を育むことを目的としています。 

 

《カリキュラムの特色》 

心理学科では、心理学がどのような研究方法で人間の心や行動を解明しようとしているのか、どの

ような研究領域があり、各領域では具体的にどのような研究がなされているかを学びます。人の心の

おもしろさ、不思議さを知り、その奥にある心の働きの法則を探りながら、やがて人間に対する深い

洞察に至ることを目標としています。そのために、学生の研究領域を早くから固定することを避け、

認知心理学、社会心理学、発達心理学、臨床心理学の４領域を柱として、広い領域についての知識を

偏りなくもつことができるような構成とし、実験演習や少人数による演習を重視しています。３年次

に心理科学コースまたは発達臨床コースのいずれかを選択し、自分の関心に基づいて、心理学の各領

域についてさらに理解を深め、研究能力を向上させます。各コースに進んだ後も、すべての領域の科

目を履修することができます。なお、公認心理師資格取得を希望する学生は 2年次に公認心理師課程

に登録し、いずれのコースに所属していても 3年次前期終了後の選抜を受けることができます（詳細

は「公認心理師課程」のページをご覧ください）。 

講義：多くの領域の心理学的知見を踏まえて、初めて人間を全体として理解することができます。

そのため、認知、知覚、社会、発達、教育、臨床の各心理学、および学際的あるいは隣接の領域

など、広い分野における重要なテーマや最新のトピックを取り上げた講義が行われます。幅広い

分野の講義で、深く人間を理解し、自分の関心を追究します。 

演習：演習は、主体的に調べ、発表し、他の人の発表を聞き、討論することにより、学び、研究す

る姿勢を身につけていく重要な学習方法です。１年次の入門的演習を経て、２年次からは自分の

関心に沿ったテーマの演習に参加します。少人数グループで自発的に学習する態度を身につけま

す。 

実験・演習：心理学の学習では、実験・観察・調査・面接等を体験し、データの取り方、その処理

の仕方を身につけることが大切です。また、臨床的支援に結びつく、心理的アセスメントについ

ても学びます。心理学では、１年次から基礎実習・実験演習の科目をおき、基礎的な実験演習か

らそれぞれの学生の個別のテーマまで、具体的な研究法の習得を目指します。 

講義、演習、実験演習の学習は、お互いにすべてが関連しあっています。一つだけを先に学習し

ても十分な効果は得られません。心理学科のカリキュラムでは、各学年で常にそれらを関連づけ、
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統合的に、初歩的なレベルから高度なレベルに進んでいくように工夫しています。 

４年次では、集大成として卒業論文を作成します。１年次から積み重ねてきた基礎実習・実験演

習や他の全ての学びのまとめとして、卒業論文に真剣に取り組むことは後の大きな力ともなるでし

ょう。 

 

《履修法の助言》 

■学科の科目について 

「心理学科の科目概要（各学年の目標と主な科目）」の表を参照し、各学年の学習がどのように位

置付けられているかを確認してください。１年次では、学科入門科目の「心理学概論」により、人

間の心のメカニズムや心理学で学ぶ分野について広く理解します。基礎講義科目では、「知覚・認知

心理学概論」「社会心理学概論（社会・集団・家族心理学）」「発達心理学概論」「臨床心理学概論」

により、認知心理学、社会心理学、発達心理学、臨床心理学の領域についての基礎的知識を習得し

ます。「１年次演習（心理学）」では、入門的な内容のテーマで演習を行い、これから４年間にわた

る学びの基礎となる知識や技能（例えば、文献を探したり閲覧したりといった図書館の利用、資料

を調べてレジュメを作る技能、プレゼンテーションや意見交換を行うスキルなど）の全般的な習得

を目指します。「心理学実験入門（心理学研究法Ⅰ）」と「心理学基礎実習（心理学研究法Ⅱ）」では、

実験法、観察法、面接法、投影法、質問紙法といった心理学における代表的な研究法について実習

や体験を通して理解するとともに、研究倫理について学びます。「心理学統計法１」では、心理統計

の考え方に触れ、記述統計および推測統計について学びます。 

２年次では、実証的に人間を理解し探求するための技能と知識の習得を目標とします。同時に、

心理学と心理学の関連分野に及ぶ基礎知識の習得と、心理学の各研究領域における専門的な知識

の習得も目標となります。「心理学統計法 2」では、研究デザインの計画法や統計的なデータ処理

を学びます。単純に手計算でできる分析法もありますが、非常に複雑な計算を必要とする手法も

あります。実際の計算は、パソコンを用いて比較的簡単な操作で実行することができますが、そ

れだけにその分析をどのような目的で使うか、結果をどのように解釈することができるかなどを

しっかりと理解していることが重要です。数学的理解は基礎からの積み重ねが大切なので、１年

次必修の「心理学統計法１」の単位を修得しないと「心理学統計法２」には進めません。「心理学

実験演習ⅠＡ・ⅠＢ」では、心理学の基本的な研究方法である実験、観察、調査の技法を習得し

ます。「心理的アセスメント」では知能検査と性格検査の実際を学び、所見の作成の実習をおこ

ないます。「２年次演習（心理学）Ａ・Ｂ」では、１年次の演習を踏まえ、心理学の基礎的な内

容を題材とした演習を行い、そこで取り上げる心理学のテーマについて深く理解するとともに、

より進んだ３年次の演習で必要となるスキルを身につけます。また、２年次から履修できる《発

展講義》は、認知、知覚、社会、発達、教育、臨床の各心理学、およびその他（心理学の隣接領

域的なあるいは学際的なテーマ）の各論が、毎年複数科目開講されます。自分が最も強い関心を

持って深く学びたいと思うテーマを探し、見つけていくことができるよう履修してください。 

３年次では、心理学の全般にわたる基礎知識を土台として、演習とさまざまな領域の講義によっ

て、学生個々人が自分自身の関心を深く見つめ、自分の関心に基づいて主体的に専門的な学習を行

うことを目標とします。専門的な知識と技能をさらに高めつつ、４年次の卒業論文作成に向けた準

備を始めます。「３年次演習（心理学）」では、１年次演習および２年次演習を踏まえ、自分自身の

関心に従って希望の領域やトピックを取り扱うクラスに入ります。３年次前期の「心理学実験演習

Ⅱ」では、「心理学実験演習ⅠＡ・ⅠＢ」および、「心理学統計法１･２」で習得した基本的な研究

方法についての技能と理解を前提に、実験法・調査法・質的アプローチについて、より発展的な研

究技法を習得します。３年次後期の「心理学特殊実験演習」は、心理学実験演習の次の段階であり、

学生の希望を踏まえてクラス分けを行います。それまでの学習を総合して卒業論文でどのような領

域やテーマの研究をしたいかの希望の下に、それぞれのクラスでの卒業論文の土台作りとなるよう
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な実験演習を行います。 

４年次では、卒業論文作成を大きな柱として、一人一人の関心に基づいて実証的な研究を進め、

４年間の学習の集大成としての卒業論文を完成させることを大きな目標とします。卒業論文作成を

中心として、研究の発想、文献の検索・収集と精読、研究計画の立案と実施、データの定量的・統

計的な分析と検定、結果の解釈、論文の執筆といった、さまざまな作業を学生自身が推し進めます。

同時に、データ収集に協力してもらう研究参加者との関係の中で、研究や人間に対する倫理的配慮

についても自覚できるようになることを目指します。「４年次演習（心理学）Ａ・Ｂ」では、先行研

究の収集や実験・観察・調査・面接の実施についての具体的で詳細な計画と実行、そして得られた

データの分析など、実験演習の集大成として自分自身の研究の遂行に沿った学習が進みます。 

卒業論文は、４年次で全員が作成します。ただし、数人がグループとなり、共同で一つの研究に

取り組むことも認めています。心理学の実験・観察・調査・面接では、常に、研究参加者を求める

必要があるため、一人一人が十分な人数の研究参加者を求めることはしばしば困難であり、また、

実験室・装置などの設備の制約もあるためです。しかし、この共同研究は、一人ではできない大規

模な調査、労力のかかる実験・観察・調査・面接などを協力して実施することを可能にし、またア

イディアや意見を出し合って、よりよい研究に仕上げていくという有意義な成果もあげています。 

卒業論文のテーマの決定は、上記の「心理学特殊実験演習」の説明で述べたように、３年次後半

に準備段階に入ります。４年次になると、テーマを確定し、個別の指導を受けながらたっぷり時間

をかけて卒業論文に取り組みます。 

 

■全学共通カリキュラムとの関連について 

知のかけはし科目：自然科学包含型を含め、自分の関心に従って幅広い履修をしてください。 

女性の生きる力科目：「女性のウェルビーング」「女性の心身コンディショニング」は心理学とも関連

する科目であり、履修を勧めます。 

第一外国語科目：心理学の主要な研究論文の多くが英語で出版されているので、英語文献講読等の基

礎能力を養うことは、心理学の学びにおいてもたいへん重要です。 

第二外国語科目：特に言語を指示しませんので、自分の関心に従って履修してください。  

AI・データサイエンス科目：心理学科では、統計的なデータ解析や文献検索等でコンピュータを使用

することが多いので、積極的な学びを進めてください。 

 

《その他》 

履修の方法の詳細や資格取得等については、ガイダンス時の説明と配付資料を参照してください。 
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心理学科の科目概要（各学年の目標と主な科目） 

各学年の目標 主な科目（ ◎必修 ○選択必修△選択科目） 

１
年
次 

心理学科で学ぶ分野について広く知る。 ◎心理学概論 

認知心理学、社会心理学の領域について基礎的知識を
習得する。 
発達心理学、臨床心理学の領域について基礎的知識を
習得する。 

◎知覚・認知心理学概論 
◎社会心理学概論（社会・集団・家族心理学） 
◎発達心理学概論 
◎臨床心理学概論 

心理学の実証研究に必要な統計的知識、データ整理お
よび統計分析の基礎を学ぶ。 

◎心理学統計法１ 

スタディ・スキルの基礎を身につける。 ◎1年次演習（心理学） 

心理学の実験法、観察法、面接法、投影法、質問紙法 
といった研究法について実習や体験を通して学ぶ。 

◎心理学実験入門（心理学研究法Ⅰ） 
◎心理学基礎実習（心理学研究法Ⅱ） 

２
年
次 

心理学の実証研究に必要な統計、分析などの技能と知識
を習得する。 

◎心理学統計法２ 

観察、面接、実験、調査などを通して、心理学の基本的な 
研究方法を理解し習得する。知能検査や性格検査を体
験的に学び、総合的な所見を作成する力を身につける。 

◎心理学実験演習ⅠＡ・ⅠＢ 
◎心理的アセスメント 

取り上げた心理学のテーマを深く理解するとともに、３年
次演習で必要なスキルを身につける。 

◎２年次演習（心理学）Ａ・Ｂ 

 【２・３・４年次共通】 
心理学の各研究領域における専門的な知識を習得する。 

○発展講義の各科目 

３
年 
次 

2 つのコース（心理科学・発達臨床）に分かれて、それぞ
れの心理学の発展的な内容について深く理解するととも
に、卒業論文に向けて主体的に学習に取り組む力を養
う。 

◎３年次演習（心理学） 

より発展的な研究技法を習得する。 ◎心理学実験演習Ⅱ 

卒業論文における研究に必要となる専門的な知識や技
能を習得する。 

◎心理学特殊実験演習 

４
年
次 

一人一人の関心に基づいて実証的な研究を進め、４年間
の学習の集大成としての卒業論文を完成させる。卒業論
文における研究を中心として、研究の発想、文献の検索・
収集と精読、研究計画の立案と実施、データの定量的・
統計的な分析と検定、質的データの分析結果の解釈、論
文の執筆といった、さまざまな作業を学生自身が推し進め
る。 

◎４年次演習（心理学）Ａ・Ｂ 
◎卒業論文 

 


